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平成30年度大磯町教育委員会第４回定例会議事録 

 

１．日 時  平成30年７月19日（水） 

       開会時間 午前９時30分 

       閉会時間 午前10時10分 

 

２．場 所  大磯町役場本庁舎４階 第１会議室 

 

３．出席者  野 島 健 二 教育長 

長 嶋  徹  教育長職務代理者 

青 山 啓 子 委員 

曽 田 成 則 委員 

トーリー 二葉 委員 

仲手川   孝 教育部長 

宮 代 千 秋 学校教育課長 

山 口 友紀子 学校教育課副課長 

瀬 戸 克 彦 子育て支援課長 

波多野 昭 雄 生涯学習課長 

國 見  徹  生涯学習課郷土資料館長 

佐 藤  聡  生涯学習課図書館長       

秋 本 篤 史 （書記）学校教育課教育総務係長 

 

４．欠席者  なし 

 

５．傍聴者  ２名 

 

６．教育長報告 

 

７．付議事項 

議案第６号 教育委員会事務局職員及び教育施設等の職員の人事異動について 

 

８．協議事項 

   協議事項第１号 大磯町いじめ防止基本方針の改定について 

    

９．報告事項 

報告事項第１号 いじめ問題対策・調査委員会の開催結果について 

報告事項第２号  教育委員会関連事業の実施及び結果報告について 

 

10．その他 

 

（開 会） 
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教育長） それでは、ただいまから、平成30年度大磯町教育委員会第４回定例会を開

催いたします。本日の会議の内容ですが、付議事項が１件、協議事項１件、

報告事項２件でございます。 

本日は５名全員、出席しておりますので、「地方教育行政の組織及び運営

に関する法律」第14条第３項の規定により、定例会は成立いたしました。 

なお、本日は傍聴を希望される方が見えておりますので、大磯町教育委員

会会議規則第12条及び第17条の規定により、傍聴を許可いたします。暫時休

憩します。 

 

暫時休憩ののち傍聴人が入室し再開した。 

 

（平成30年度第３回定例会議事録の承認） 

 

教育長） 「平成30年度第３回定例会議事録」は、１ページから11ページに記載のと

おりでよろしいでしょうか。 

各委員） 異議なし。 

教育長） 異議なしの声がありましたので、「平成30年度第２回定例会議事録」につ

いては、ご承認いただいたものとします。 

 

教育長報告  

 

教育長） それでは、６月定例会開催後の平成 30 年６月 22 日から本日までの教育委

員会諸行事等について報告させていただきます。 

小学校「特別の教科 道徳」に係る教科用図書の採択に向けて、７月４日

に教育委員学習会、７月 10 日に大磯町教科用図書採択検討委員会を開催しま

した。委員の皆様には、ご出席いただきありがとうございました。引き続き、

教科用図書の採択方針に基づき採択事務を進めますので、委員の皆様のご協

力をお願いいたします。 

７月６日、本年度第１回目のいじめ問題対策・調査委員会を開催いたしま

した。いじめ問題への対策を、より充実させていくために、貴重なご意見を

いただきました。詳細につきましては、後ほど事務局からご報告いたします。 

その他の諸行事につきましては執行状況表のとおりです。 

なお、今後の予定につきましては、執行予定表をご参照ください。 

また、６月定例会から本日までの間に、教育長に委任された事務で重要な

ものに関すること、専決した事項に関すること、その他について報告いたし

ます。 

要綱制定について、１件でございます。本日、７月 19 日付けで「大磯町立

学校非常勤講師に関する要綱の一部を改正する要綱」の告示を行いました。

こちらにつきましては、各教科等の授業に対する指導工夫改善の実施などの

ほか、町として新たに取り組もうとする施策に必要な非常勤講師の配置につ

いて、柔軟な対応ができるよう所要の改正を行ったものであります。 

本日の報告は、以上でございます。 
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教育長） 本日の議事進行につきましては、議案第６号が人事案件となりますので、

はじめに、協議事項 1 件、続いて、報告事項２件を扱い、その後、議案第６

号の順で審議を進めてまいりたいと思います。ご協力をお願いします。 

 

 

協議事項第１号 大磯町いじめ防止基本方針の改定について 

 

学校教育課副課長） 協議事項第１号、大磯町いじめ防止基本方針の改正（案）につ

いてご説明いたします。 

大磯町いじめ防止基本方針（案）をご覧ください。主な部分を説明させて

いただきます。おめくりいただきまして、２ページ、「１ 基本的な考え方」 

まず、いじめの定義ですが、大磯町では、法の定義や国・県の基本方針に

基づき、学校の内外を問わず、児童・生徒本人がいじめと感じたものはすべ

ていじめとしてとらえます、と加えました。 

次に４ページ、いじめ防止等に関する対策の基本的な考え方の（１）いじ

めの未然防止、につきまして、〇の４つめ、「子どもがいじめにの問題につ

いて自ら考え、主体的に取り組む機会を設けることが重要」と付け加えまし

た。 

また（２）いじめの早期発見、のところです、「いじめられていても、い

じめを受けた子どもがいじめを訴えない場合やいじめを否定する場合がある

ことを想定し、注意深く状況を把握し、判断する」と加えました。 

６ページにまいりまして、いじめの「解消」につきまして、いじめが解消

している状態とは、次の□（しかく）の中にある「少なくとも次の２つの要

件が満たされている必要がある」と明記しました。 

７ページからの Ⅱ基本的施策・措置、１ 大磯町として実施する施策に

まいります。文言の、「ネット」を「インターネット」のように変えてあり

ます。 

「２ 大磯町教育委員会が実施する措置」、９ページの（３）いじめの早

期解決のための措置、のところには、平成27年３月以降に町が締結した「学

校警察連携制度の活用」を加えました。また、10ページの（５）には、学校

評価にいじめ防止基本方針に基づく取組の実施状況を学校評価に位置付ける

よう、各校に指導・助言を行うことを加えております。 

次に10ページの「３ 学校が実施する措置」、まずは（１）学校いじめ防

止基本方針の策定について□（しかく）に意義を加えまして、１４ページの

（８）まで、いくつか付け加えております。特に最後の（８）には、先ほど

にもありましたように「学校評価に位置付ける」ことを強調しております。 

次に14ページ、重大事態への対処、といたしましては、国のガイドライン

が平成29年3月に文部科学省から出ておりますので、17ページの３ 大磯町長

による再調査等まで、「調査結果の公表」を含め、国のガイドラインにより

町として対応することといたします。また19ページには重大事態発生時の対

応について図で示しております。 

20ページにまいりまして、Ⅳいじめの防止等を推進する体制について、１ 

学校におけるいじめ防止等の対策のための組織には（２）スクールソーシャ

ルワーカーも加えております。 
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21ページからの「２ 大磯町いじめ問題対策・調査委員会」につきまして

は、特に変更はござません。 

新旧対応表もあわせてご参考ください。 

主なものは以上でございます。よろしくお願いいたします。 

 

質疑応答） 

曽田委員） 改めて、このいじめ対策の考え方について、私たちは振り返ることが必

要なのかと思いますけれども、いじめに対する考え方が多種多様になってき

ておりまして、私たちが意外と見落とすことが多いのではと思っています。 

 子どもたち同士の問題もさることながら、今一番問題は教師と子どもの関

係も気をつけていかなければいけないだろうと思います。先日、大津市でこ

の炎天下の中でグラウンド80周回って来なさいということも、これは明らか

にいじめの関係になると思うのですね。教員が生徒に対するいじめ、このよ

うなことも結構あるのではないかなと思ったわけですけれども、私たちも十

分に気をつけていかなくてはならないと思っております。本日このような基

本方針が出ましたので、改めて心していく必要があると一教育委員として考

えさせられております。 

青山委員） 今回の基本方針の案については、これまでのものに新規の内容が加筆さ

れています。いじめというのはそれぞれの段階に対して学校がどのように考

えて対応していくかということが、ここの方針の中で、ある程度、基準とな

るものが示されていると思います。その中で、質問を一つさせていただきま

す。５ページのところなのですが、（３）の「いじめの早期対応」というも

のがあります。そのなかで上から４つ目の丸印のところで、そこの３行目の

ところに「いじめを受けた子どもやいじめを知らせてきた子どもの安全を確

保します」という文章があります。これは、安全面確保するという状況とい

うのでしょうか、具体的にどのようなことをするということをイメージされ

ているのか、説明いただきたいと思います。 

学校教育課副課長） 例えば、クラスの中でそのような事案があった時に、中には先

生にこっそりと心配なんだけれどと言ってくる子もいます。ただ「先生これ

は私から聞いたと言わないで」というような言い方をする生徒が中にはいま

す。そういった場合「わかった。先生が、先生自身がクラスを観た中で気づ

いたこと、心配だと思っているという言い方をして、ちゃんとみんなに話す

からね」というように、その子がクローズアップされないようにというか、

言ってきた子の気持ちを尊重するという、安全を守るという言い方をさせて

いただいております。 

青山委員） 先生に相談したことで、次の被害が巡ってくるという状況を防ごうとし

ていることが今のお話でよく分かりました。 

長嶋委員） いま本当に、日進月歩で生活環境が急激に変化していく、それに対応す

るために新しく基本方針が追加されているのですね。大変良いことかなと思

っているわけですけれども、基本的に新しく、スマートフォンに関するイン

ターネット、そういう一面もありまして、そういうものを使うとどうしても、

必要のない、好き嫌い、あまり自分で選んで良い情報しかとらない、それが

人間関係にも同じようなことを及ぼしているこということかな。そういうこ

と物を使うことが全てと、学校においては逆に人間関係という超アナログ的

な部分が非常に必要になる。その上に対応したものになっているように感じ

ます。 
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教育長） よろしいでしょうか。基本方針ですが、追加した所があるというところで、

いろいろとご意見をいただきました。来月の定例会で最終的に決定したいと

思います。 

 

 

報告事項第１号 いじめ問題対策・調査委員会の開催結果について 

 

学校教育課副課長） 平成 30 年度第１回いじめ問題対策・調査委員会の開催結果につ

いて報告いたします。 

いじめ防止対策推進法第 14 条第３項の規定により町のいじめ防止基本方針

に基づくいじめ防止対策を実効的に行うための審議を行うとともに、法第 28

条第 1 項に基づき、いじめの重大事態を明確にする調査を行うための大磯町

いじめ問題対策・調査委員会を、地方自治法第 138 条の４第３に規定する附

属機関として位置付けることが平成 27 年度に教育委員会定例会にて承認され、

議会へ提出されて可決されたことにより、今年度も引き続きいじめ問題対

策・調査委員会の第１回を開催いたしました。 

日時は平成 30 年７月６日（金）10 時から 12 時。参加者は「いじめ問題対

策・調査委員会委員」６名、事務局４名、傍聴者２名でございました。 

協議内容としましては、（１）各学校におけるいじめ問題に対する取組に

ついて町内の小中学校の「いじめ防止基本方針」・「いじめ対策組織図又は

学校運営組織」・「アンケート」等の説明を事務局より行い、委員から

は、・中学生という多感な時期になると、アンケートに書かない生徒もいる

と考える。先生やカウンセラーと直接話す機会が設定されているほうが話し

やすい場合もあると思う。・以前は、子ども同士のトラブルは、子どもと先

生とで解決をしていたと思う。今はそこに保護者や当事者以外の方も加わる

傾向があると聞いたが、もっと住民は大人の対応をすべきであり、子どもの

力が最大限に生かせるよう、もっと見守るべきと考える、という意見がござ

いました。 

次に（２）大磯町におけるいじめ問題に対する取組について事務局より、次

にありますような取組の説明をしたところ、委員からは、他市町の例もある

ように、インターネットのルールについては、子ども達から発信があるとよ

い、という意見がございました。 

最後に、（３）大磯町いじめ防止基本方針の改定について、事務局より、

今後、教育委員会で協議し、改定に向けてすすめていく予定と説明したのが、

本日の協議事項となりました。委員からは、・「学校が実施する措置」の中

の「学校評価における留意事項」に、「「学校いじめ防止基本方針に基づく

取組」の実施状況を学校の評価に位置付けるよう努めます」とあるが、これ

はぜひ強調してほしい、という意見がございました。 

以下（４）（５）は非公開ですが、・平成 29 年４月～平成 30 年３月まで

の、いじめ認知状況と認知方法・いじめの重大事態について、・平成 30 年 4

月～5 月までの、いじめ認知状況と認知方法・いじめの重大事態について、報

告がありました。 

その他 次回の日程（案）についてお示しし、会は終了となりました。 
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平成 30 年度第１回いじめ問題対策・調査委員会の開催結果についての報告

は以上でございます。 

 

質疑応答） 

青山委員） 最後のページの委員よりの中で、他市町の例というお話が書かれていま

すが、インターネットのルール作りというのは、それを買い与えているご家

庭と子どもたちとちゃんとルール作りをして、トラブルに巻き込まれないよ

うにしましょうということは、ここ数年非常によく聞くことなのですが、実

際に近隣の市町などで、このようなルール作りをしているという例はあるの

でしょうか。 

学校教育課副課長） 子どもたちがルールを決めるという取り組みをしている町もご

ざいまして、そのことを言って言えると考えられます。やはり多感な時期の

子どもたちですので、本来は家庭の中にルールを作りそれを守っていくこと

が大切だと思っているのですが、なかなか親御さんが言ったこと、大人が言

ったことを守るのが、年齢的に反抗期に入っていたりして難しいという部分

はございますので、子どもたちが自ら自分たちの町は、自分たちの周りでは

何時まで使います。それ以降は使わないというルールを決めると子どもたち

も賛同しやすいというか、賛成して取り組みやすいという事例はほかにも聞

いたことがあります。 

青山委員） 子どもたちがインターネットを利用するのは子どもたちが幼稚園のころ

から調べ物をしたり、ゲームで遊んだり、当たり前の時代になっていく中で、

落とし穴があるということですよね。そこに入り込まないように、大人たち

も守っていかなければならないのが現実だと思います。そのようなトラブル

に巻き込まれているかどうか状況を知るために、最初のページのところにア

ンケートなどを通じて状況を把握しようというものが書かれています。これ

に関しては相談窓口という部分になるのですが、以前に５月ごろに県教育委

員会がＳＮＳを利用した相談窓口を９月頃から試行的に設けて、相談体制を

考えるという新聞記事を観ました。相談窓口でもＳＮＳを利用するというこ

とですけれども、その逆に子どもたちがトラブルに巻き込まれるという、Ｓ

ＮＳやインターネットは「両刃の剣」なんだなということを深く考えました。

アンケートで書いて相談するもよし、あるいは直接先生やカウンセラーさん

と相談するもよし、将来的にはＳＮＳを使っての相談窓口という様々な選択

肢を作って相談のステップをより低くして、子どもたちがすぐに簡単に声を

出せる状況を大磯町でも作っていけたらよいのではないかと思います。 

教育長） ＳＮＳの利用ということで、町の方も考えていかなくてはならないところ

であると思います。 

トーリー委員） 私自身がインターネットやパソコンが強い方ではないので、親御さ

んによっては、このようなことにすごく強い方、弱い方といて、弱い方から

良く聞くのは、スマートフォンの使い方がわからないから、娘に教えてもら

ったとか、そういう方もいらっしゃる。私自身の反省を含めて、そういうの

も問題があるのかなと思うのです。親もスマートフォンの使い方を熟知して

いないと、フィルタリングにしても何にしてもどうしても、抜け落ちるとこ

ろがあるのかなと思います。保護者向けにも様々な場面でインターネットの
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落とし穴を教えてくださる講座やっていると思うのですが、そういう専門の

方のお話を聞いているのですが、もう少し実践的に大人も勉強できる場があ

ると良いのかなと、実際に使って、ブロックの仕方など親の方も子ども任せ

ではだめだと思うのです。子どもさんも色々と考えていますので、親に見つ

からないように、子ども内だけで内緒ごとのように、結構しているようなの

で、親御さんに聞くと「うちは大丈夫だから」と割と思っている。何か陥っ

た時に、約束しているのに破ったから親にも言いにくい、ちょっと相談でき

ないな、親にギリギリになって、どうにもならなくなっていったのではちょ

っと大変なことになってしまうので、大人の方の意識改革も必要なのでは思

っております。ペアレントコントロールと言っても、これではどうしようも

ありません。 

 

 

報告事項第２号  教育委員会関連事業の実施及び結果報告について 

 

図書館長） 報告事項第２号の教育関連事業の実施報告、絵本作家水野はるみ原画展

についてご説明いたします。説明資料をご覧ください。 

この原画展は、絵本の原画及びスケッチなどの製作過程を鑑賞することに

より、絵本の魅力、絵が持つ素晴らしさを感じてもらうとともに、読書のき

っかけ作りとするため実施するものです。 

会期は、７月21日土曜日から８月１日水曜日までで、場所は図書館本館２

階展示コーナーです。 

内容は、水野はるみ氏の絵本作品のうち、『ばんごはんのごちそうは…』

と『かさやのケロン』の２作品の原画とスケッチ等と及び最新作の『ようか

いぽっきんのむしあつめ』の原画を展示します。 

作者の水野はるみ氏は東京生まれ。武蔵野美術大学商業デザイン専攻卒。

読売国際漫画大賞選考委員特別賞を２回受賞され、日本児童出版美術家連盟

会員であります。町内東小磯在住です。 

主な作品には『ぼくのしごとはゆうびんや』、『ばんごはんのごちそうは

…』、『アーリーのぼうけん』、『かさやのケロン』などがあり、図書館で

は11作品を所蔵しています。 

周知につきましては、ポスター、チラシ、広報７月号、図書館ホームペー

ジで行い、タウンニュース、湘南ジャーナル、神奈川新聞、朝日新聞に掲載

依頼を行っています。 

 

質疑応答）なし。 

 

 

議案第６号 教育委員会事務局職員及び教育施設等の職員の人事異動について 

 

教育長） それでは、付議事項の審議に戻ります。議案第６号「教育委員会事務局職

員及び教育施設等の職員の人事異動について」は、人事案件となりますので、

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 14 条第７項及び大磯町教育委員
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会会議規則第 12 条の規定により、審議については、秘密会としたいと思いま

すが、いかがでしょうか。 

各委員） 異議なし。 

教育長） ご承認いただきましたので、議案第６号の協議については秘密会といたし

ます。傍聴者は退室をお願いします。 

     暫時休憩します。 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝（秘密会）＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 

教育長） それでは、休憩を閉じて、公開の会議を再開します。 

  ただいま、秘密会において審議いたしました、議案第６号「教育委員会事

務局職員及び教育施設等の職員の人事異動について」は、原案どおり承認さ

れましたことをご報告いたします。 

 

 

（その他）   

 

教育長） では、次回の会議について事務局から報告をお願いいたします。 

事務局） 次回の教育委員会議ですが、教科用図書の採択を議題としまして、臨時会

を７月 26 日、木曜日、午前 10 時 30 分から、大磯町役場４階第１会議室で、

また、次に定例会は、８月 22 日、水曜日、午前９時 30 分から、郷土資料館

本館研修室で開催予定です。 

教育長） それでは、以上をもちまして、平成 30 年度 大磯町教育委員会第４回定例

会を閉会いたします。お忙しい中、ご審議いただきまして、ありがとうござ

いました。お疲れ様でした。 

 

（閉会） 

  



 

 9

 

 

 

 

 

会議の経過を記載し、その相違ないことを証しここに署名する。 
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